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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２５年２月７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２４年３月１４日 ０７時１５分ごろ 

発生場所 京浜港横浜第３区  

 神奈川県横浜市所在の鶴見第１号灯標から真方位１４２°１,９４

０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°２６.３′ 東経１３９°４３.５′） 

事故調査の経過  平成２４年４月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 石灰石運搬船 拓洋
たくよう

丸、８,５６６トン 

   １３５９４４、和光海運株式会社 

   １２３.１７ｍ×２０.４０ｍ×１１.９０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、３,８８３kＷ、平成９年１１月 

Ｂ 引船 第貳丸辰
まるたつ

丸、１９トン 

   ２３２－２９２１１神奈川、丸辰海運株式会社 

   １４.５５ｍ（Lr）×４.０１ｍ×２.５０ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、５２９.５６kＷ、昭和４４年６月 

Ｃ はしけ ５０２丸
まる

辰
たつ

丸、６００トン（積トン数） 

   Ｙ４０４２（表示番号）、丸辰海運株式会社 

   ３５.０ｍ×８.５ｍ×３.５ｍ、不詳 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ５５歳 

   三級海技士（航海） 

    免 許 年 月 日 昭和６２年６月１５日 

    免 状 交 付 年 月 日 平成２３年９月１５日 

    免状有効期間満了日 平成２９年６月１４日 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ３８歳 

   一級小型船舶操縦士 

    免許登録 日 平成１８年１１月２日 

    免許証交付日 平成２３年７月２２日 

           （平成２８年１１月１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷船尾部外板に凹損 
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Ｂ なし 

Ｃ 左舷船首部外板に凹損 

 事故の経過  Ａ船は、船長ほか９人が乗り組み、砂味（細かい石灰石、セメント

原料）約１０,００３ｔを積載し、船首７.２７ｍ、船尾７.４９ｍの

喫水で平成２４年３月１４日０６時５０分ごろ錨泊していた京浜港横

浜区南東方沖の中ノ瀬を発進し、横浜区の鶴見航路に向かった。 

 船長Ａは、二等航海士Ａをレーダー見張りに、三等航海士Ａを機関

等の制御盤の操作に、甲板員Ａを手動操舵にそれぞれ当たらせ、約９

ノット（kn）の速力及び約３５７°（真方位、以下同じ。）の針路で

航行中、０７時００分ごろ目視により右舷船首方３０°２海里（Ｍ）

付近に前方を左方に横切る態勢のＢ船を初認した。 

 船長Ａは、０７時０５分ごろ、Ｂ船の方位が変化しないように感

じ、Ａ船の存在を知らせるつもりで汽笛により長音１回を吹鳴した。 

 二等航海士Ａは、レーダーによるＢ船の動静を監視した結果を船長

Ａに報告しなかった。 

 船長Ａは、０７時０８分ごろ、鶴見航路に向けて左舵を取り、約３

４０°の針路としてＢ船がＣ船をえい
．．

航した引船列（以下「Ｂ船引船

列」という。）の動静を目視により監視しながら航行したが、０７時

１０分ごろ、Ｂ船が右転したので、Ｂ船引船列が鶴見航路に向かうも

のと思い、Ｂ船の左舷側を追い越す態勢となると考えて針路及び速力

を保って航行を続けた。 

 船長Ａは、０７時１５分ごろ、Ｃ船と衝突の危険を感じて汽笛を吹

鳴し、左舵一杯としたがＡ船の右舷船尾部とＣ船の左舷船首部が衝突

した。 

Ａ船は、衝突後、船体の点検の結果、浸水などはなかったことから

航行を続け、京浜港川崎区に入港した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、鋼材約３００ｔを積載したＣ船

に甲板員Ｂを乗せ、約５０ｍのえい
．．

航索によりＣ船をえい
．．

航し、東京

湾を約４～６kn の速力及び約２９０°の針路で手動操舵により航行し

た。 

船長Ｂは、左舷方にＡ船を、船首方約５００～１,０００ｍの所に

前方を右方に横切る態勢で操業中の２隻の漁船をそれぞれ視認し、漁

船を避けるのに漁船の船尾方に向けると漁具との絡網の可能性がある

こと、及び大型船の入港予定情報を携帯電話により入手していたの

で、横浜第５区の横浜航路入口付近に向かうのを回避しようと思い、

漁船の船首方を通過するように右舵を取ることにした。 

船長Ｂは、Ｂ船が漁船の前方約５００ｍを航行できるように右舵を

取ったのち、Ｂ船が引船列であり、左舷方のＡ船がＢ船引船列を避航

するものと考え、それまでの船首目標としていた横浜航路第２灯標に

向首して航行を続けた。 



- 3 - 

 船長Ｂは、手前の漁船の東方沖を通過した０７時１５分ごろ、Ａ船

がＣ船を避けずに接近していることに気付かなかったが、Ａ船が左転

をしながらＢ船の至近を通過したとき、Ｃ船の船体と同色の塗料が付

着しているのを認めたので、直ちにＣ船上の甲板員Ｂと連絡を取って

Ａ船とＣ船の衝突を知り、損傷状況を確認後、海上保安部に通報を行

い、横浜区に入港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ３、視界 良好 

海象：潮汐 ほぼ高潮 

 その他の事項 

 

 Ａ船は、レーダー２台を１.５Ｍと３Ｍのレンジとして使用してい

た。 

 船長Ｂは、衝突直前に汽笛を聞いたが、船首方の漁船に対して行っ

たものだと思っていた。 

 東京湾海上交通センターが受信したＡ船の‘船舶自動識別装置（Ａ

ＩＳ）の情報記録’（以下「ＡＩＳ記録」という。）による運航状況

は、付表１のとおりであった。（付表１ Ａ船のＡＩＳ記録 参照） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり Ｂ あり 

Ａ なし Ｂ なし 

Ａ なし Ｂ なし 

 Ａ船は、京浜港横浜第３区を鶴見航路に向けて北西進中、船長Ａ

が、右舷船首方に視認したＢ船引船列が右転したので、鶴見航路に向

かうものと思い込み、針路及び速力を保持して航行したことから、Ｃ

船に接近する態勢となり、Ａ船右舷船尾部とＣ船左舷船首部が衝突し

たものと考えられる。 

 Ｂ船は、京浜港横浜第３区をＣ船をえい
．．

航して横浜航路に向けて西

北西進中、船長Ｂが、左舷方のＡ船がＢ船引船列を避航するものと思

い、船首方の漁船の避航に意識を向けて航行していたことから、Ａ船

がＣ船に接近していることに気付かず、Ａ船とＣ船が衝突したものと

考えられる。 

原因  本事故は、京浜港横浜第３区において、Ａ船が鶴見航路に向けて北

西進中、Ｂ船引船列が横浜航路に向けて西北西進中、船長Ａが、Ｂ船

引船列が鶴見航路に向かうものと思い込み、針路及び速力を保持して

航行し、また、船長Ｂが、左舷方のＡ船がＢ船引船列を避航するもの

と思い、船首方の漁船の避航に意識を向けて航行していたため、Ａ船

とＣ船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・レーダーを活用して他船の動静監視を行うこと。 
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付表１ Ａ船のＡＩＳ記録 

平成２４年３月１４日 

時刻 

（時:分:秒） 

北 緯 

（度-分-秒） 

東 経 

（度-分-秒） 

船首方位 

（°） 

対地針路 

（°） 

対地速力 

（kn） 

07:06:30 35-25-01.7 139-44-06.5 357 356.6 9.3 

07:08:20 35-25-18.5 139-44-03.5 338 340.9 9.3 

07:13:21 35-26-02.0 139-43-41.2 338 338 9.5 

07:14:19 35-26-10.6 139-43-36.5 330 334.2 9.6 

07:14:40 35-26-13.4 139-43-34.8 320 331.3 9.6 

07:14:47 35-26-14.4 139-43-34.1 314 326.8 9.5 

07:14:56 35-26-15.6 139-43-32.9 308 320.1 9.3 

07:15:03 35-26-16.3 139-43-32.1 304 314.8 9.1 

07:15:07 35-26-16.8 139-43-31.5 302 309.9 8.9 

07:15:12 35-26-17.2 139-43-30.8 302 305.2 8.7 

07:15:19 35-26-17.9 139-43-29.7 303 301.3 8.5 

07:15:27 35-26-18.5 139-43-28.5 307 299.1 8.4 

07:15:43 35-26-19.5 139-43-26.3 318 306.5 8.4 

07:16:00 35-26-21.1 139-43-24.3 324 320.7 8.1 

 




